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第 版

LDM-81D

デジタルマルチメータ取扱説明書
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この度は、Linkman 製デジタルマルチメータをお買い上げいただき誠に

ありがとうございます。この説明書を十分にお読みいただいて、安全に

ご使用下さい。

故障時のお問い合わせ先

Ｌｉｎｋｍａｎ株式会社

〒910-0015 福井県福井市二の宮2丁目3-7

℡ 0776-25
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１．概要

本製品は高性能、高安定性でかつコストパフォーマンスが非常に高いデジ

タルマルチメータです。

表示は視認性に優れた、高輝度の LCD パネルを搭載し、表示の大きな 7 セ

グによる表示でより分かりやすく、見やすく、そして操作しやすくなって

います。

計測可能なものとして直流電圧(DCV)、交流電圧(ACV)、直流電流(DCA)、交

流電流(ACA)、抵抗値(Ω)、温度を測定できる他、ダイオードの動作チェッ

クなどを行えます。また、3･3/4 桁の大型 7セグ LCD 表示に加え、単位符号

表示もします。さらに、オート/マニュアルレンジ切り替え機能、オート・

パワーオフ機能、電池チェック機能も備えています。

このように使いやすく、機能性に富んだ製品ですので、研究機関から生産

現場、設計者からホビーユーザまで，幅広い用途に対応し納得のいく測定

が可能です。

２．同梱品の確認

製品を開封しましたら、先ず、付属品の確認をして下さい。不足品がある

場合や製品、付属品に損傷がある場合は直ちにお買い上げになった販売店

までご連絡ください。

● デジタルマルチメータ本体･････････････1 体

●  取扱説明書（本書）･･･････････････････1 部 

●  測定コード･･･････････････････････････1 セット 

● 熱電対温度センサー･･･････････････････1 個

● 試験動作用電池（単 4乾電池）･････････2 個

３．安全にご使用いただくための注意事項

本製品は国際的な安全規格 IEC1010 に準拠して、設計ならびに製造されて

おり、検査に合格したものを出荷しています。

1. 直流 30V 及び交流 25V 以上の電圧、10mA 以上の電流を測定する際は，

感電の恐れがありますので、十分にご注意ください

2. 測定を始める前に、レンジ切り替えスイッチが必要なレンジにセット

されていることを確認してください。尚、測定中は、決してほかのフ

ァンクションまたはほかのレンジに切り替えないように注意してくだ

さい。故障の原因になります。
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3. 本製品に付属の測定コード以外のものを使用しないでください。

4. ヒューズは必ず指定の定格および仕様のものを使用してください。規

格の異なるヒューズを用いたり、ヒューズの代わりとして短絡させる

使い方は、絶対にしないでください。

5. 電池の交換は、測定コードを測定対象からはずし、レンジ切り替えス

イッチをオフにした状態で行ってください。本製品及び、測定対象物

を破損させる可能性があります。また、電池は本製品の規格に合った

ものを使用してください。（単 4乾電池 2本）

6. 測定中は、測定者と測定対象との絶縁状態を保ってください。尚、本

製品や測定者の手が水などの液体で濡れた状態では使用しないでくだ

さい。

7. 高温多湿の環境や結露する場所、直射日光の当たる場所で本製品を使

用したり、保存したりしないでください．

8. 最大定格入力値を超える信号を絶対に入力しないでください。最大定

格入力値を超える信号が入力されると本製品が故障する恐れがありま

す。また感電の恐れもあります。

9. 測定コードを商用電源に直接差し込まないで下さい。本製品が故障す

る恐れがあります。また感電の恐れもあります。

10. 本製品の分解、改造、代用部品の取り付けは絶対にしないでください。

仕様以外での使用を行うと、事故を引き起こす可能性があります。ま

た、メータの回路等の改造行為は決して行わないようにしてください。

11. LCD パネルに電池のマーク が表示された場合、測定の精度を保つた

め、速やかに電池を交換してください。

12. 測定コードを本体の電流端子を入れた状態で、電圧を測定しないでく

ださい。本製品の破損に繋がりますので注意してください。

本説明書で使用するシンボルマークについて：

本書には，以下のシンボルマークが用いられています。それぞれのマー

クの意味をご理解の上，ご使用ください。

警告！ 直流（DC）を示しています

高電圧 交流（AC）を示しています

グランド

交流（AC）と直流（DC）の

両方

を示しています

二重絶縁または強

化絶縁で保護され

ていることを示し

ています

EU の基準を満たしている

ことを示しています

電池交換マーク ヒューズの記号です
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４．操作パネル

1. 型式番号

2. LCD 表示部

3. 各ファンクション・スイッチ

3.1.

3.2.

SELECT：ボタンを押すと各種の測

定機能が選べます。DC/AC、

/ 、℃/℉ が選べます。

3.3. REL：「相対値測定」このボタンを

押すと、相対値を測定できます。

3.4. HOLD：「データ・ホールド・スイッチ」でこのスイッチを押すとその

時点の表示値を維持します。再び押すとホールド状態は解除されて、

通常の測定状態に戻ります。

4．

レンジ切り替えスイッチ：各種の

レンジを切り替えるスイッチです。

5. 入力端子

5.1. 電流、電圧、ダイオード、抵抗、ブザー、温度の“-”の入力端子

5.2. 10A“+” の入力端子 

5.3. 電圧、ダイオード、抵抗、ブザー、温度及び 200mA 以下の電流の“+”

の 入力端子
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㧡．ߩઁߩߘ機能 

本製品ߪ 1イ ಽߢ自動的ߦ セCD 消費を抑えるアヴダンߩ電池ޔ消え߇表示ߩ

ドワヴアネ機能を備えߡい߹ޕߔ任意ߩケ゜ッスを押ޔߡߒ自動ペヴチߦ

入り߹ޕߔ先EセEC光 ケ゜ッスを押ߚߒ߹߹電源を入れるޔߣアヴダンドワヴ

アネߩ機能を取り消ޕߔ߹߈ߢ߇ߣߎߔ 

 

㧢．特徴  

1．基本性能 

1.1. 表示方法㧦液晶表示 

1.平. 表示桁数㧦ᦨ大表示年999(年･年/ィ)自動極性表示及び単૏表示 

1.年. 測定方法㧦重積ಽグ/D変換 

1.ィ. キンハャヤヴダ㧦約年回/秒 

1.イ. ヤングアヴトヴ表示㧦測定値߇ヤングアヴトヴߩ場合ޔߪセCDドヅャߦ 

̌Oセ̍ߣ表示ߐれ߹ߔ 

1.6. ૐ電力表示㧦電池ߩ残量߇少ߚߞߥߊߥ場合ޔセCDドヅャߦ 

̌ ̍マヴェ߇表示ߐれ߹ߔ 

1.ｍ. 使用環境㧦㧔0～ィ0㧕℃㧘相対Ḩ度ｎ0れ未ḩ 

1.ｎ. 保存環境㧦㧔0～イ0㧕℃㧘相対Ḩ度ｎ0れ未ḩ 

1.9. 電源㧦1.イV電池㧔単ィ乾電池㧕平本 

1.10. 寸法㧦1ィイ×ｍィ×年6ボボ 㧔D×テ×シ㧕 

1.11. 重量㧦約190ブ㧔電池を含߻㧕 

 

平．測定機能઀様 

平.1. 精度ォ±(バれ× メピバビi点ブ 点uボパピメ㧗ユ為メビ ヒ為u点t)㧘理想的測定環境ߪ環境温

度平年±イ℃㧘相対Ḩ度ߪｍイれ以ਅޕߔߢ校正保㓚期間ߪ出荷後1ᐕ間以内

 ޕߔߢ

平.平. 性能㧔 ̌○̍ߣいうマヴェ߇機能ߡߒい߹ޕߔ㧕 

           型番 

機能 

セDM-ｎ1D

 

直流電圧 DCV ○ 

交流電圧 グCV ○ 

直流電流 DCグ ○ 

交流電流 グCグ ○ 

抵抗値  Ω ○ 

静電容量 Cグタ     ○ 

周波数  シラ ○ 

ジ゜アヴチスェッェ/ዉ通 ○ 

温度℃ ○ 
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平.平.1. 直流電圧(DCV)ߩ測定 

 

1. 黒い測定コヴチを COM 端子ߦ差ߒ込ޔߺ赤い測定コヴチを

mAV

端子ߦ接

続ޕߔ߹ߒ     

平． ヤングಾりᦧえケ゜ッスを̌V  ޕいߐߛߊߡಾりᦧえߦ̍

年． 原則的ߪߦアヴダヤングペヴチߡߞߥߦい߹ޕߔ表示部̌ߪߦグU光O̍

 ޕߔ߹れߐ表示ߣ

ィ． 測定コヴチを被測定回路ޕߔ߹߉ߥߟߦ赤い測定コヴチ側ߩ極性ߣ測

定対象回路ߩ電圧値߇同時ߦ表示ߐれ߹ޕߔ 

注意੐㗄 

1. 600V 以਄ߩ電圧を測定ߥߒいߐߛߊߢいߘޕれ以਄を測定ߔるޔߣ本

製品߇破損ߔる恐れ߇あり߹ޕߔ 

平. 高圧ߩ電圧を測定ߔる㓙ޔߪ感電ߩ恐れ߇あり߹ޕߔ 

 

精度 

ヤング 

セDM-ｎ1D ᦨዊ単૏ 

ィ00ボV 

±(0.イれをィビ) 

100uV 

ィV 1ボV 

ィ0V 10ボV 

ィ00V 100ボV 

600V ±(1.0れをィビ) 1V 

 

内部抵抗㧦 ィ00ボV ߪ ィ0MΩ以਄ޔィ～600V ߪ 10MΩ以਄ޕ 

アヴトヴュヴチ保護㧦600V 直流あるいߪ 600V 交流ヌヴェ値ߢ保

護機能߇働ޕߔ߹߈ 

 

平.平.平. 交流電圧(グCV) 

 

1. 黒い測定コヴチを COM 端子ߦ差ߒ込ޔߺ赤い測定コヴチを̌

V mA

Hz̍端子

     ޕߔ߹ߒ接続ߦ

平. ヤングಾりᦧえケ゜ッスを̌ ޔಾりᦧえ̌ߦ̍ 先EセEC光̍ピシンを押ߒ

 ޕいߐߛߊߢ測定を選んߩ交流電圧ޔߡ

年. 原則的ߪߦアヴダヤングペヴチߡߞߥߦい߹ޕߔ表示部̌ߪߦグU光O̍

 ޕߔ߹れߐ表示ߣ

ィ． 測定コヴチを被測定回路ޕߔ߹߉ߥߟߦ赤い測定コヴチ側ߩ極性ߣ測

定対象回路ߩ電圧値߇同時ߦ表示ߐれ߹ޕߔ 
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注意੐㗄 

1. 600V 以਄ߩ電圧を測定ߥߒいߐߛߊߢいߘޕれ以਄を測定ߔるޔߣ本

製品߇破損ߔる恐れ߇あり߹ޕߔ 

平.  高圧ߩ電圧を測定ߔる㓙ޔߪ感電ߩ恐れ߇あり߹ߢߩߔ十ಽߦ注意ߒ

 ޕいߐߛߊߡ

精度 

ヤング 

セDM-ｎ1D

 

ᦨዊ単૏ 

ィV 

±(0.ｎれを6ビ) 

1ボV 

ィ0V 10ボV 

ィ00V 100ボV 

600V ±(1.0れを6ビ) 1V 

内部抵抗㧦 10MΩ以਄ޕ 

アヴトヴュヴチ保護㧦600V 直流あるいߪ 600V 交流ヌヴェ値ߢ保

護機能߇働ޕߔ߹߈ 

確度保証周波数範囲㧦イ0～平00シラ 

表示㧦ᐔ均値表示㧔正弦波以外ߩ波形を測定ߔるߣ誤差߇生ߓ߹

 㧕ߔ

 

平.平.年. 直流電流㧔DCグ㧕 

 

1. 黒い測定コヴチを̌COM̍端子ߦ差込ޔ赤い測定コヴチを̌

V mA
Hz̍端子

ߪ㧔ᦨ大値ޕߔ߹ߒ接続ߦ ィ00ボグ㧕㧘߹10̌ߪߚグ̍端子ߦ差ߒ込んߊߢ

ߪ㧔ᦨ大値ޕいߐߛ 10グ㧕㧧 

平. ヤングಾりᦧえケ゜ッスを電流ߦ合わޔ̌ߖ 先EセEC光̍ピシンを押ߡߒ

ߛߊߡߒ接続ߦ測定コヴチを測定対象回路ޕいߐߛߊߢを選んޠDCޟ

ߐ表示ߦ同時߇電流値ߩ被測定回路ߣ極性ߩ赤い測定コヴチ側ޕいߐ

れ߹ޕߔ 

注意੐㗄 

1. マッポ゚ャペヴチを使用ߔる㓙ޔ表示部̌ߦOセ̍ߣ表示ߐれߚ場合ߪ

ヤングアヴトヴߡߞߥߦい߹ޕߔより高いヤングߦಾりᦧえߡ測定ߒ

 ޕいߐߛߊߡ

平. ィ00ボグ ߪߚ߹ 10グ 以਄ߩ電流を測定ߥߒいߐߛߊߢいߘޕれ以਄を測定

 ޕߔ߹あり߇恐れߔよび本体を壊߅ナポヴゲޔߣるߔ

精度 

ヤング 

セDM-ｎ1D

 

ᦨዊ単૏ 

ィ00uグ 

±(1.0れを10ビ) 

0.1uグ 

ィ000uグ 1uグ 

ィ0ボグ 10uグ 

ィ00ボグ 100uグ 

10グ ±(1.平れを10ビ) 10ボグ 

ᦨ大測定電圧降ਅ㧦 ボグ ߪߢ 0.ィVޔグ ߪߢ 100ボV 

ᦨ大入力電流㧦10グ(1イ 秒以内) 

アヴトヴュヴチ保護㧦0.ィグ/平イ0V ナポヴゲ㧧10グ/平イ0V ナポヴゲ 
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平.年.ィ. 交流電流㧔グCグ㧕 

 

1. 黒い測定コヴチを̌COM̍端子ޔߦ赤い測定コヴチを̌

V mA
Hz̍端子㧔ᦨ

大値ߪ ィ00ボグ㧕10̌ߪߚ߹ޔグ̍端子ߦ差ߒ込んߐߛߊߢいޕ㧔ᦨ大値ߪ

10グ㧕 

平. ヤングಾりᦧえケ゜ッスを電流ߦ合わޔ̌ߖ 先EセEC光̍ピシンを押߇ߥߒ

らޟޔグCޠを選んߐߛߊߢいޕ測定コヴチを被測定回路ޔߣߋߥߟߦ赤

い測定コヴチ側ߩ極性ߣ被測定回路ߩ電流値߇表示ߐれ߹ޕߔ 

注意੐㗄 

1. 表示部̌ߦOセ̍ߣ表示ߐれߚ場合ޔ測定ߐれߚ電流߇ヤングアヴトヴߦ

 ޕいߐߛߊߡߒ測定ߡಾりᦧえߦより高いヤングޕߔ߹いߡߞߥ

平. 10グ 端子ߪߢ 10グ 以਄ߩ電流を測定ߥߒいߐߛߊߢいޕボグ端子ߪߢ ィ00ボグ

以਄ߩ電流を測定ߥߒいߐߛߊߢいޕナポヴゲ߅よび本体を壊ߔ恐れ߇あ

り߹ޕߔ 

精度 

ヤング 

セDM-ｎ1D

 

ᦨዊ単૏ 

ィ00uグ 

±(1.イれを10ビ) 

0.1uグ 

ィ000uグ 1uグ 

ィ0ボグ 10uグ 

ィ00ボグ 100uグ 

10グ ±(平.イれを1イビ) 10ボグ 

ᦨ大測定電圧降ਅ㧦 ボグ ߪߢ 0.ィVޔグ ߪߢ 100ボV 

ᦨ大入力電流㧦10グ(1イ 秒以内) 

アヴトヴュヴチ保護㧦0.ィグ/平イ0V ナポヴゲ㧧10グ/平イ0V ナポヴゲ 

確度保証周波数範囲㧦10グ ߪ イ0～平00シラ 

 

平.年.イ. 抵抗㧔Ω㧕 

 

1. 黒い測定コヴチを COM 端子ޔߦ赤い測定コヴチを̌

V mA
Hz̍端子ߦ差ߒ込

 ޕߔ߹ߺ

平. ヤングケ゜ッスを̌Ω̍ߦಾりᦧえޔ測定コヴチを測定対象ߩ抵抗器

 ޕいߐߛߊߡߞߡあߦ

年. 抵抗値߇ዊߐい抵抗器を測定ߔる㓙ޔߪゾケダモヴチを含߼内部抵抗

ޔߖߐゾケダモヴチをクミヴダ߼ߓ߆あらޔߢߩߔ߹い߹ߒߡ含߹れ߇

内部抵抗を測定ޔߒ実㓙ߩ測定値より内部抵抗値を差ߒ引いߺ⺒ߡ取

 ޕߔ߹りߥߦい値ߒ正߇れߘޕいߐߛߊߡߞ
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注意੐㗄 

1. 表示部̌ߦOセ̍ߣ表示ߐれߚ場合ޔ測定ߐれߚ電流߇ヤングアヴトヴ

1Mޕいߐߛߊߡߒ測定ߡಾりᦧえߦより高いヤングޕߔ߹いߡߞߥߦ

Ω以਄ߩ抵抗を測定ߔる㓙ޔ数秒後立߆ߡߞら安定ߎޕߔ߹ߒれߪ高

い抵抗を測定ߔる㓙ޔ通常ߩ状況ޕߔߢ 

平. ヤングಾりᦧえケ゜ッスを抵抗ߦಾりᦧえるޔ̌ߣ Oセ̍を表示ߐれ߹ޕߔ 

年. 抵抗を測定ߔる㓙ߪ㧘測定対象回路ߩ電源をಾりߔޔべߩߡコンタン

キをあら߼ߓ߆放電ߐߛߊߡߒいޕ 

精度 

ヤング 

セDM-ｎ1D ᦨዊ単૏ 

ィ00Ω ±(0.ｎれをイビ) 0.1Ω 

ィkΩ 

±(0.ｎれをィビ) 

 

1Ω 

ィ0kΩ 10Ω 

ィ00kΩ 100Ω 

ィMΩ 1kΩ 

ィ0MΩ ±(1.平れを10ビ) 10kΩ 

開放回路電圧㧦 平00ボV 以ਅ㧧 

アヴトヴュヴチ保護㧦平イ0V  交流ヌヴェ値ߪߚ߹

注意੐㗄㧦ィ00Ωヤングߢ測定ߔる㓙ޔߪゾケダモヴチを含߼内

部抵抗߇含߹れߒߡ߹い߹ޔߢߩߔあら߼ߓ߆ゾケダモヴチをク

ミヴダޔߖߐ内部抵抗を測定ޔߒ実㓙ߩ測定値より内部抵抗値を

差ߒ引いߺ⺒ߡ取ߐߛߊߡߞいߘޕれ߇正ߒい値ߥߦり߹ޕߔ 

 

平.年.6. ジ゜アヴチゾケダߣዉ通スェッェ 

 

1. 赤い測定コヴチを̌

V mA
Hz̍端子ޔߦ黒い測定コヴチを COM 端子ߦ差ߒ込

 い㧕ߐߛߊߡߒߦを̍̌ߪ極性ߩ㧔赤い測定コヴチޕߔ߹ߺ

平. ̌先EセEC光 ピ̍シンを押ޔߒジ゜アヴチゾケダペヴチを選んߐߛߊߢいޕ

ヤングಾりᦧえケ゜ッスを ̌  ޕいߐߛߊߡಾりᦧえߦ

年. 㗅方向電圧測定㧦赤い測定コヴチをジ゜アヴチߩィソヴチ側ߦあޔߡ

黒い測定コヴチをジ゜アヴチ゚ߩテヴチ側ߦあߡ測定ޕߔ߹ߒ表示部

 ޕߔ߹れߐ近似値を表示ߩ㗅方向電圧ߩジ゜アヴチߦ

ィ. 逆方向電圧測定㧦赤い測定コヴチをジ゜アヴチ゚ߩテヴチ側ߦあߡ 

黒い測定コヴチをジ゜アヴチߩィソヴチ側ߦあߡ測定ޕߔ߹ߒ表示ߦ

̌Oセ̍ߣ表示ߐれ߹ޕߔ 

イ. 正ߒいジ゜アヴチゾケダߪ㗅/逆方向電流ߩ測定߇含߹れߡい߹ޕߔゾ

ケダߩ結果߇਄記ߣ違う場合ޔߪジ゜アヴチߪ故㓚ߡߒい߹ޕߔ 

6. ̌先EセEC光̍ピシンを押ޔߒዉ通スェッェペヴチを選んߐߛߊߢいޕ 

ｍ. 測定コヴチを被測定両ὐߦ置ޔ߈抵抗値߇ イ0Ωをਅ回る場合ޔノギヴ

 ޕߔ߹鳴り߇
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ヤング 表示値 測定条件 

 

ジ゜アヴチߩ㗅方向ߩ電

圧降ਅ 

ィソヴチ側߆らߩ電圧ߪ約

0.イボグ 

゚テヴチ側߆らߩ電圧ߪ約

1.イV 

 

ノギヴ߇長音ߢ鳴る場合ޔ

ੑὐ間ߩ抵抗ߪ約 イ0Ω 

開放回路電圧約 0.イV 

アヴトヴュヴチ保護㧦平イ0V 直流あるいߪ交流ヌヴェ値 

警告㧦入力端子ߪߦ外部߆らߩ電圧を絶対ߦ加えߥいޕߣߎ 

 

平.年.ｍ. 静電容量㧔C㧕 

 

1. ヤングಾりᦧえケ゜ッスを̌  ޕいߐߛߊߡಾᦧߦ̍

平. 黒い測定コヴチを̌COM̍ޔߦ赤い測定コヴチを̌

V mA
Hz̍ ߦ差ߒ込んߢ

 ޕいߐߛߊ

年. 測定コヴチߪ(赤い測定コヴチߩ極性ߪ㧗ߐߛߊߡߒߦいޕ) 

測定対象ߩコンタンキを̌COM̍̌ߣ

V mA
Hz̍ޔߣߋߥߟߦ表示部ߦ容量

߹行われ߇測定ߩ相対値ޔߣߔ㧔̌チEセ̍ピシンを押ޕߔ߹れߐ表示߇

 㧕ޕߔ

注意੐㗄 

1.  本体を損害ߥߖߐいޔ߼ߚ測定対象ߩコンタンキߪ予߼放電ߛߊߡߒ

 ޕいߐ

平.  静電容量を測定ߔる㓙ߔޔべߩߡ電源をಾりޔ放電ߐߛߊߡߒいޕ 

年.  100u湿ヤングߡߦ測定を行う㓙ߪ約年0秒待ߡߞ測定を行ߐߛߊߡߞいޕ 

ヤング セDM-ｎ1D ᦨዊ単૏ 

ィ点湿 ±(イ.0れをイ0) 1 p湿 

ィ0点湿 

±(年.イれをｎ) 

10p湿 

ィ00点湿 100p湿 

ィμ湿 1点湿 

ィ0μ湿 10点湿 

100μ湿 ±(イ.0れをｎ) 100点湿 

アヴトヴュヴチ保護㧦平イ0V 直流あるいߪ交流ヌヴェ値 

 

平.年.ｎ. 周波数(湿) 

 

1. 測定コヴチ或ߪクヴャチォヴノャを̌COM̍̌ޔ

V mA
Hz̍ߦ差ߒ込ޕߔ߹ߺ 

平. ヤングケ゜ッスを̌シラ̍ߦಾりᦧえޔ測定コヴチ或ߪクヴャチォヴノ

ャを信号源或ߪ被測定ュヴチߦ置ޔ߈測定ߐれߚ信号ߪ表示部ߦ表示

 ޕߔ߹れߐ
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注意੐㗄 

1. 10V 以਄ߩ交流有効値を入力ߔるޔ߇ߔ߹߼⺒ޔߣ誤差߇生ޕߔ߹ߓ 

平. テ゜ゲ߇ある環境߅ߦいޔߡ弱い信号を測定ߔる㓙ޔクヴャチォヴノ

ャを߅勧ޕߔ߹ߒ߼ 

年. 高電圧ߩ周波数を測定ߔる㓙ޔグCV を選んޔߢシラ/DU光ト を押߆ߡߒらޔ

測定ߐߛߊߡߒいޕ 

ィ. 平イ0V 以਄ߩ直流あるいߪ交流ヌヴェ値ߪ入力ߥߒいߐߛߊߢいޕ本製

品߇故㓚ߔる恐れ߇あり߹ޕߔ 

ヤング セDM-ｎ1D ᦨዊ単૏ 

1シラ 

±(0.イれを10) 

0.001シラ 

10シラ 0.01シラ 

100シラ 0.1シラ 

1kシラ 1シラ 

10kシラ 10シラ 

100kシラ 100シラ 

1Mシラ 1kシラ 

年0Mシラ 10kシラ 

0.1-99.9れ 参考値 0.1V 

入力信号検知感度㧦>0.ｍV  実効値ߪ

アヴトヴュヴチ保護㧦平イ0V 直流或ߪ交流ヌヴェ値 

 

平.年.9. 温度(℃) 

 

1. ヤングケ゜ッスを̌℃̍ߦಾりᦧえߐߛߊߡいޕ 

平. 熱電対温度コンキヴߩマ゜ヂケ極㧔黒いハュヴノ㧕を̌COM̍ޔߦハメ

ケ極を̌

V mA
Hz ޔ入れߦ中ߪ਄或ߩコンキヴを被測定体ޕߔ߹ߺ込ߒ差ߦ̍

表示部ߦ摂氏温度߇表示ߐれ߹ޕߔ 

注意੐㗄 

1. ヤングಾりᦧえケ゜ッスを温度測定ペヴチߦಾりᦧえるޔߣᦨ初ߪ常

温を表示ޕߔ߹ߒ 

平. 温度コンキヴを純正品以外ߦߩ߽ߩ交換ߥߒいߐߛߊߢいޕ正確ߥ測

定ߥߊߥ߈ߢ߇る可能性߇あり߹ޕߔ 

年. 測定を行う㓙ޔ絶対ߦ電圧߇加わらߥいようߐߛߊߡߒߦいޕ本体߇

故㓚ޔߒ感電ߔる恐れ߇あり߹ޕߔ 

精度 

ヤング 

精度

 

ᦨዊ単૏ 

(-平0～1000)℃ 

㧨ィ00℃±(1.0れをイビ)

≧ィ00℃±(1.イれを1イビ)

1℃ 

温度測定用ハュヴノߪߦ ズ型熱電対を採用ߡߒい߹ޕߔ 
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㧣．使用条件 

 

☆本製品ߪ精密ߥ測定機器ޕߔߢ絶対ߦಽ解ޔ改ㅧޔ代用部品ߩ取り付ߌ

 ޕいߐߛߊߢいߥߒߪߤߥ

1. 本製品を使用ߔる㓙ޔ水やほߎりߏߦ注意ߐߛߊいߚ߹ޕ高所߆ら落

 ޕいߐߛߊߡߒߦいようߥߐߣ

平. 高温多Ḩߥ環境ޔ結露ߔる場所߅よび直射日శߩ当ߚる場所ߦ本製品

を放置ߥߒいߐߛߊߢいߩߘߚ߹ޕようߥ環境ਅߢ使用ߥߒいߐߛߊߢ

いޕ 

年. ェモヴッンエߩ㓙ޔߪ中性洗剤߆水ߦ浸ߡߒよߊ絞ߚߞ布を使用ߡߒ

 ޕいߐߛߊߢいߥߒ使用ߦ絶対ߪ研磨剤や有機溶剤ޕいߐߛߊ

ィ. 長期間使用ߥߒい場合ޔߪ電池を外ߡߒ保管ߐߛߊߡߒいޕ(電池ߩ液

漏れ等ߦよる破損ߩ可能性߇あるޕߔߢ߼ߚ) 

イ. セCD 表示部ߦ電池ߩマヴェ ߡߒ電池を交換ߦ߆ㅦやޔらߚߒὐ滅߇

 ޕいߐߛߊ

電池交換ߩ手㗅ߪ以ਅ߅ߣߩりߔߢ㧦 

イ.1. ヅグを緩ޔ߼電池蓋を開ߐߛߊߡߌいޕ 

イ.平. 古い電池を取り出ߒ㧘新ߒい電池ߣ交換ߐߛߊߡߒいޕ長ߊ使うߚ

 ޕߔ߹ߒ߼薦߅使用をߩャィモ電池゚ߦ߼

イ.年. 電池蓋を取り付ޔߌヅグを締ߐߛߊߡ߼いޕ 

 

注意੐㗄㧦 

1. 1000V 以਄ߩ直流ޔ交流ヌヴェ値ߩ電圧を加えߥいߐߛߊߢいޕ 

平. ޟ電流測定ペヴチޔ抵抗値測定ペヴチޔジ゜アヴチゾケダペヴチޔノ

ギヴペヴチߪߢޠ絶対ߦ電圧を測定ߥߒいߐߛߊߢいޕ 

年. 電池蓋を閉ߡ߼いߥい状態やޔ電池を取り付ߡߌいߥい状態ߢ本製品

を使用ߥߒいߐߛߊߢいޕ 

ィ. 電池あるいߪナポヴゲ交換ߦ߼ߚߩ電池蓋を開ߌるޔߪ߈ߣ測定コヴ

チを測定対象߆ら必ߕ外ޔߒヤングಾりᦧえケ゜ッスをアネߊߡߒߦ

 ޕいߐߛ

 

㧤．液晶表示ߟߦいߡ 

従ߦ表ߩਅ記ޔߪߦ㓙ߩ異常ߤߥいߥ出߇表示ߡいߡられߥߦ使用ߏ  

いスェッェを行いߘれ߽ߢ改善ߥߒい場合߅ޔߪߦ買い求ߩ߼販売店

 ޕいߐߛߊ相談ߏߦ

症 状 処 置 

表示߇出ߥい 

ンケ゜ッス߇入ߡߞい߹߆ߔ？ 

ン電池を交換ߐߛߊߡߺߡߒいޕ 

 ޕいߐߛߊߡߺߡߒン電池を交換 ߈ߣいるߡ出߇表示ߩ

表示ߒ߆߅߇い߈ߣ ン電池を交換ߐߛߊߡߺߡߒいޕ 

 


